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Abstract : For the purpose of learning the dissemination period of Japanese encephalitis

virus (JEV) in the various parts of Nagasaki prefecture in 1965, a survey for the seasonal

fluctuation of hemagglutination inhibition (HI) antibody response against JEV as an indicator

for JEV infection among the slaughtered swine (6-8 months old) was made from February 12 to
December 20 in 1965.

1) The HI antibody possessing rate among the swine still remained fairly high during
winter and early spring, but during the period from spring to early summer there was

scarcely any remaining HI antibody noted except for a temporally increase of the
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possessing rate seen at the end of May in Shimabara distcict. Then, the sudden increase of the

possessing rate of HI antibody occurred in late June amog the swine bred in Shimabara and

Isahaya district. This seems to indicate, definite JEV infection among. the swine. Subsequently

the JEV dissemination spread progressively from the southern area of the mainland of Nagasaki pre-
fecture to the northern area. On the other hand, in Miiraku and Arikawa district, in the

outlying Goto Isands, the possessing rate of HI antibody among the swine began to increase slowly

in early July. This was 2-3 weeks later than in the southern area of the mainland. Furthermore,
in those districts the possessing rate did not reach as high level as in the mainland where the

possessing rate rapidly reached the level of hundred percent.

2) The HI antibody titer distribution among the slaughtered swine increased simultaneously

with the rapid increase of the posessing rate.

緒　　　　　　.;

我国の自然界に存在する脊椎動物の日本脳炎(以下

JEと略す)ウイルス(以下Ⅴと略す)に対する感受

性は,その種類によって様々で,かなり幅広いスペ

クトル的分布をなしているが,中でも豚は注目をひく

特性を持った動物である.清水等i), Hale等2),

Schelere等3) ,三舟4=)によれば,豚はJ EVの感染に

よって高い力価のviremiaを起し,且,速やかに抗

体を産生し, Hale等2)はそのviremia血液を吸血し

たコガタアカイエカ　{Culex tritaeniorhynchu∫,以下蚊

と称す)は総て感染を受けて有毒化すると云う.又

Scherer等5)は豚.は蚊の吸血源として強い誘引力を有

し,そのattractorとしては好適の動物であるとい

う･加うるに,豚は家畜として最も普遍的に広範囲に

飼育されており,然もその肥育期間は6-8ケ月位の短

期間の為,屠殺に㍍よる世代更新が非常に頻繁で,年間

を通じて常にJ EVに対し感受性を有する抗体未保有

豚が継続的に多数存在する等の特異な性格を持ってい

る.これ等の特性によって豚は我国のJEV疫学,並

びに生態学上極めて重要な動物と考えられている･即

ち,我国の夏期, JE流行,抽にJEV保有蚊を増やす

所謂,増幅助物(Ampli丘er)の-として豚は最も重

視されており,同時に又,その感染はJEVの自然界

撒布汚染を示す鋭敏な指標動物(Indicator)として

も利用されている･既に遠藤等6) (宮城県) ,根津7)

(東京都)は,同地方の屠場豚の血中赤血球凝集抑制

抗体保有率(以下H I陽性率と略す)の季節的変化を

観察する事により,その地方のJEV撒布時期を把握

し,同地方の人のJE流行予良Tjに資している･私共も

1965年の長崎県下の人のJE流行予測にこの方法を

実施し,県下各地区のJ EV撒布汚染状態の観察を行

ったので,以下その所見を述べる.

材料及び方法

1･材料

長崎県の様に地形が極めて複経で,且,本土を遠く

距る海上に大きな離島を有する地域では,県内各地区

毎にJEVの撒布状況が異る可能性がある･従って被

検豚は出来るだけ広く県下各地区のものを広く,且,

継続的に謁査することが必要である.この為,被検豚

は県本土南部地区の飼育豚が集中的に集荷される諌早

屠畜場屠殺豚に重点をおいて採血し,他方離島地区の

被検豚は,上五島有川屠畜場と,下五島福江屠畜場屠

殺豚を採血した.被検豚は総て生後6-8ケ月の肥育

隊に限定し,屠殺時,心臓より直接放血される血液を

採取し,凝固放置後血清を分離した.諌早屠畜場での

採血は, 1965年2月16日より開始し, 1]月, 12月は月

1回, 2月, 5月, 10月は月2回, 5月, 4月, 5月

は月5回, 6月, 7月, 8月, 9月は月4回以上(敬

ね週1回)採血した.離島屠畜場は主として5月から

9月迄の問に月5-5回採血した･

2･ Hl検査法

HI抗体価の測定は予研法に準じた.被検豚血清

は,総て非特異的インヒビター除去の為,アセトン抽

出法によって処理をし,更に非特異凝集素を除去する

為, 1日雛血球で低温吸収を行った. HI試験は1日

雛血球を用い,予研分与のJaGA蛸01株AE抗元の8

単位を使用した. HI陽性率は, HI抗体価10倍以上

を以って陽性として算出した.
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1･ H l陽性率の季節的変化

2月16日より12月20日迄の問に,

県下3屠殺場こおいて採血された

屠場肥育豚,計　2344　匹の飼育

地別H王陽性率の季節的変化を一

括して表, 1に示した｡

表1に示した各飼育地区は,行

政区画のみによらず,主として地

形を考慮して図｡ 1のように区分

した.

a)島原地区.愛野町を含む島

原半島全域.

b)諌早地区林言束早市を中心

とした諌早平野とその周辺地

K

c)大村地区･大村市を中心と

した川棚を含む大村湾東岸一
㍍I±ト

簡'

d)三井楽地区｡下五島福江島

の三井楽町

e )福江地区･下五島福江島福

江市

f)有川地区･上五島全域

g)長崎地区.長崎市及び野母

崎を含む｡

h)西彼杵地区･西彼杵半島全

域

i )北松地区｡佐世保市を含む

.'fl -lv㍍㍍ Llt部･

以上の各地区の申で,各回採血

頭数が多く,且,全調査期間を通

じてほぼ継続的に観察出来たのは,

島原,諌早,大村の県本土南東地

域で,その他の地区は,有川地区

が5月-9月の問のみ比較的継続

して調査されている他は断片的な

謁査に終っている｡全地域を通じ

て総括的に云えることほ, 2月の

時点で,屠場豚のH I陽性率はか

なり高く,各地区とも12%-50%

位であるが,その後除々に低下し

て,概ね4月下旬より6月中旬迄

の問は殆んど, 0%程度に迄低下

する｡但し,長崎地区の5月12日



1965年,長崎具における日本脳災流行の疫学的研究　　　　　　　　　　11

圭一:お*　* 7事一一"一㍍事(事i-Jご
D

I

I

I

I

I

I

ヽ

Tsushlm&

island

llr tl

st

ヽ■′

捕
d
FEZ

運事　　50
良
∽

揖､
J

I_㍍一

喝

項　50
L㍍

:三

100-*I%u)ご8
蛋
遥50
Ll<

･-ー㍍㍍㍍㍍㍍㍍

/

■

＼

i

I

I

い

Arikawi乙b

HrwL -a就

/

r¥

H｡kush｡di就†

嶺＼ --㍍一-
虫

静菖

/r
巴-ヽ､､

ヽ ＼
･ishiも】儀<､､転omudis㍍¥

ixil^Kコち

ヽ
/^--'4い､､--
N囃sakdial患ヽ

Fukいis (list.

轡

Fig. j. Topographical division o王studied area in Nagasaki prefecture.

ShtaabBra Hat.

l

㍍

㌧

I

Apr.　　May June J ul.　　Aug.　　s ept.　　oct.　　　　　　　Dec

Fig. 2･ Seasonal fluctuation of possessing rate of HI antibody against JEV in the serum

among the swine(6-8 months old) bred in various districts of Nagasaki prefecture, in 1 965｡
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採血の% (弧o粕)は被検豚数が少い為明瞭でないが,

島原地区の5月24日綴血の7yお18 (16毒%)ほ,その意

味する内容について検討を要するものがある. 6月

下旬になると,島原,諌早地区に初めてHI陽性率の

上昇が見られ,以後急激に本土県南部地域全般の被検

豚にHI陽性率の上昇が拡がり, 7月中旬にははぼ

100%のHI陽性率を示す様になる｡離島地区は,衣

土よりやや遅れて,その地区被検豚のH王陽性率の上

昇が始るが,そのH瓦陽性率の上昇速度は本土より遅

く,且,頻々100%に満たない傾向が伺はれた.この

様な傾向は特に三井楽地区において著明である･ 9月

に入ると各地区のH I陽性率に低下が見られる様にな

り, ュo月,ユュ月, 12月と,時間の経過に伴いこの傾向

ほ著るしくなった㊤　この間の各地区毎のHI陽性率の

変化を図, 2に示した.

この様な,地区毎のHI陽性率上昇の時間的差異

を,更に各地区内の飼育地別に詳細に見ると図, 5,

4,に見る様に6月29日の時点においては,島原,読

早地区のみにH I陽性豚の分布があり,両地区の中で

も島原地区の方が諌早地区よりもそのH ‡陽性率が高

く,又,諌早地区でも諌早市の飼育豚にH I抗体保有豚

が見られるのに対し,同地区内の小長井産の豚には未

だ全くHI陽性豚ほ発見されていない.処が7月10日

前後場には既に五島を含め県下全調査地区にH I陽性

豚が分布している･然し,各地区毎のHI陽性率には

大きい高低の差があり,早期にHI陽性豚が出現した

地区程,遅れてH I陽性豚が出現した地域に比べその

HI陽性率は高い林

この様に,継続的に調査した地区に関する限り,1965

年のJEV撒布は,各地区の屠場豚のHI陽性率の上

昇を指標として見た場合,島原半島に始まり県本土南

部より北部に向って北上拡大し,最後に五島地域に波

及する様相が現象的には把握された.
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即g･ 4･ Geographical and time distr亙bution of the slaughtered swine (6-8 months old)
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prefecture during 7 to 14 July, 1965.

2. H i抗体価の季節的変化

2月16日より12月20日迄の間,屠場豚血中HI抗体

価の季節的分布を,被検豚数も多く,且,はぼ,定期

的に継続して採血し,然も,そのHI陽性率の上昇に

著るしい時間的差異のなかった島原,諌早,大村三地

区飼育豚について観察した成績を,義, 2,図, 5に

示した･ 2月16日より5月12日迄の問のHI陽性豚の

示すそのH:【抗体価は,概ね低く, 640倍以上のHI

抗体価を示すものはこの間のH I陽性豚40頭中僅に11

頭(27･5%)であり,その中で1,280倍以上を示すも

のは2頭(5%)に過ぎず, 2前D倍以上のものは全

く存在しなかった林然るに,三地区の飼育豚がHI陽

性率の急激な上昇を見せた6月22日以降,はぼ100%

のHI陽性率に達した7月21日迄の1ケ月間における

H I陽性豚259東沖, 640倍以上のH I抗体価を示した

豚は170頭(ワ1め%)であり,又, 1前0倍以上のもの

は102頭(42.7%) , 2前0倍以上のものは54頭(22.

形)であり,明らかに両期間の間には,単にHI陽性

率の差のみでなく,その抗体価分布に質的な差がある

事を示している･唯, 5月24日採血の島原地区産被検

豚43頭中, 7頭のHI陽性豚があり,その中で1,280

倍のHI価を示したものが2頭いた事ほ,その前後の

様相に比べ頗る特異でありその解釈は慎重を要する･

以上の様に,調査全期間を通じて屠場豚の平均H I価

(H I陽性豚の抗体価の合計を被検豚数で除した商)

の各採血時点毎の分布は,図6,に示す様に, 2-3

月の候は未だかなり高いが,除々に低下し, 4月下旬

より6日中旬迄の問は,前述の5日24日の島原地区を

除けば概ね10倍以下の線に留るが6月下旬を境として

急激な上昇を来して7月上旬をピークとし,高い水準

で7月下旬まで続くが,やがて緩やかな下降線を描き

ながら低下する様相が観察された.
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週間であっても,その早晩は, JEV保有蚊の絶対数

にほ極めて大きな量的差異を蘭すものと考えられる林

加うるに1965年のJ EV分離率は, 1964年のそれに比

べると,分離率のピーク時で約2倍大きか一,たと推定

される･この池こ, 1964年と1965年の長崎地方のC.

tntaen.の発生消長と,そのJ EV分離より見たJ EV

保有蚊消長の,時間的差異より推定される両年のJE

V撒布密度の差と,両年の人の流行規模の大小との相

関より, -p㍍童論的には,一定地区の人のJE流行は,そ

の地区住民のJE免疫度を別にすれば, JEV保有蚊

の分布密度によって規定されると云えるであろう･勿

論,私共の調査は,僅に2ケ年間の観察に過ぎず,こ

れを以って今後の長崎地方の人のJ E流行の予測原則

とするにほ,尚慎重さが要求されるが,このニケ塙の

成績よりの推論が大谷等1)の1959年以来現在迄に捗る

長期間,酪馬県で観察された同地の人の流行とJ EV

蚊感染の相関性としての, JEV保有蚊の出現が早期

(7月中旬頃)の年は,晩期(8月中旬以降)の年に

比べ,人のJE流行が大きいと云う現象と全く逆の傾

向を示している事は興味深い.

次に, 1964年は,愛野町においてC. tritaen.より最

初にJEVが分離された5月19日で,県下で最初のJ
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26

E確認患者が発生したのは7月16日(諌早市)であり,

その間,約8週間の空自が見られたが, 1965年は,初

回の蚊よりのJEV分離の6月21日と,県下確認第1

号患者発生の7月5日(長崎市)の問には僅に2週間

の空白があったに過ぎない｡尤も,林等5)の長崎市戸

町での最初の蚊よりのJEV分配　5朋0日をとれば,

この間は約5週間となる｡又,両年ECD愛野町における

蚊よりのJEV分離率のピ-ク時点と,各年の県下第

1号確認患者発生月日との間隔は, 1964年の,約2週

間に対し, 1965年は,はぼ同時であった･この点は,

林等5)の1965年の長崎地区毒束早地区,大村地区の蚊

からのJEV分離率ピ-ク時期をとってもその何れも

が愛野町と同様に7月初療にある為同様であるQこの

様に,蚊からのJEV分離開始時/抽,或はその分離率

ピーク時期と,県下の人のJE確認患者の発生開始

との時間的関連性は,年次的に大きく変動している勺

然し他の地方例えば群馬県での大谷等1)の観察によ

れば. EV保有蚊の出現と. E確認患者の発生開始

との空白期ば,概ね2-3週間に限定され,長崎地方

の様な長期の空自や,その不規則性は存在しない｡こ

の両地方の時間的不一致は何に起因するのであろうかt

人のJE流行が, JEV保有蚊の分布密度で規定され

ると考えられる以上,当然その流行開始時期も, J EV

保有蚊の分布密度が関与すると推定される.然し,

私共が実際問題として把握出来るのは,現象的な蚊か

らのJEV分離率であって,真のJEV保有蚊の動態,

分布密度,絶対数は一応この分離率を基療こして岡接

的に推測心ているものである･分離率の変動は,基本

的にば各時点において新にJ EV保有蚊となった蚊数

(+の要素)と,既存のJ EV保有蚊の死滅数(-の要

素)の総和と,その各時点において存在する総蚊数の比

であるが,時間的連続の沖ではJ EV末保有の新発生

蚊の変動が加り,存在するJ EV保有蚊の稀釈現象が

加る.私共が分離率の変動と称するものは,この三要

素が時々刻々に変動し乍ら描くその総和の連続的変化

である･この変動曲線は,大別して上昇期,極疑　下

降期の吉池こ分ける事が出来る･その上昇染は+の要

素の増加速度が, -の要素の増加速度を抑え,更に稀
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摘　　　　　　要

1965年,2月16日より同12月20日迄の間,長崎県

下,諌早,有川,福江屠畜場において,ほぼ定期的に

採血した肥育屠殺豚(生後6～8ケ月),合計2344頭

の血中HI陽性率,及びそのHI価分布の季節的消長

を調査し,その変動を指標として各被検豚生産地別に

JEVの撤布汚染状況を推測し,次の所見を得た.

1)調査地区の中で,島原地区産被検豚に5月24日

採血の47頭中,7頭のHI陽性豚が認められた事は,

その前後のHI陽性率と,その抗体価分布より見て,

この年最初のJEV感染豚の出現を示唆するものがあ

り,注目された.

2)確実にJEVの自然界撤布開始を示すと思われ

る屠場豚のHI陽性率上昇期は,島原,諌早地区の6月

22日で,以後引続き県本土南部地域より北部地域に向

って北進的に汚染地区の浸透拡大が認められた.五島

地域は本土より時間的に2～3週間遅れて,その屠場豚

HI陽性率の上昇が始まったが,その上昇速度は遅く,

且,100%代に達せぬまま推移する傾向が見られた.

3)県本土南部地域で観察された屠場豚のHI陽性

率とその抗体価分布の変化より見て,この地区におけ

るJEV感受性豚のJEV感染の進行期間は,概ね6

月下旬より7月下旬迄の約1ケ月間であり, 8月上旬

にはこの地区の豚感染はほぼ終了したと推定された.

擱筆に当り,御助言,御校閲を賜った風土病研究所,

福見秀雄教授,御助言を賜つた国立予防衛生研究所北

岡正見博士,大谷明博士,並びに御協力,御鞭韃を賜

った長崎県衛生部,福田千代太部長,渋江有明課長は

じめ関係者各位に深甚の謝意を表する.尚この調査は

厚生省公衆衛生局防疫課の伝染病流行予測事業の一環

として,その依託により行なわれたものであり,附記

して感謝する.
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